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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

郵便局員が市内の安全を見守ります
郵便局の協力に関する協定締結式
　９月 27 日㈬、市と日本郵便㈱は、日本郵便㈱の職
員が業務中に市民の異変や道路の異常などを発見した
場合の市への情報提供や、地震などの災害時における
協力に関して、協定を締結しました。粟市長が「郵便
局員の方は市民の生活に密着しており、大変ありがた
い。今後も連携を深め、協力して地域の発展を目指し
たい」と期待を寄せると、新金沢郵便局長の加納氏は「今
回の協定締結を機に、さらにできることがないか考え、
市と一緒に歩んでいきたい」と語りました。協定を結ぶ粟市長と新金沢、金沢南、市内の郵便局長

市とMady's Land、NPO法人YOU-Iが協働して取り組んでいます。

世代間交流で地域を元気に
お年寄りと子どものフェスティバル
　老人福祉センター椿荘周辺で９月 24 日㈰、市社会福
祉協議会が主催するお年寄りと子どものふれあいイベ
ントが開催されました。芝生広場には縁日コーナーや
模擬店が立ち並び、多くの人が訪れました。地域のボ
ランティアによる万華鏡作りやキャラクター折り紙な
どは今年も大盛況！また、夫婦大道芸人による、チュー
バの生演奏に合わせたパフォーマンスショーも上演。
会場のあちらこちらで、子どもたちや保護者、お年寄
りなどさまざまな世代の交流が生まれていました。

地域の心をひとつにつなぐ
粟田の秋まつり
　10 月８日㈰、清々しい秋晴れのもと、多くの町内で
秋まつりが行われました。粟田地区では豊田日吉神社
を皮切りに、勇壮な獅子舞が町内を巡行して、住民を
楽しませました。
　今年は初めて、獅子舞の演舞の「鎖

くさり
鎌
がま

」を女性２人
が担いました。相対する獅子頭を、女性の父親が務め
るという父娘対決も実現。威勢の良い掛け声と力強い
演技で獅子に迫る娘に、負けじと声を張る父の姿が祭
りを盛り上げていました。

スポーツの秋、運動を楽しもう！
わくわくうんどう教室
　市民体育館で 10 月４日㈬から毎週水曜日、市内在住
の小学１～３年生を対象に運動教室を開催しています。
この事業は、児童が運動遊びを通して基本的な運動能
力を身につけ、体を動かす楽しさや課題を達成した時
の喜びを見出すことを目的として、毎年春と秋に開催
しています。今回は 28 人が参加し、初回の４日にはな
わとびやマット運動、鉄棒などを元気いっぱいに楽し
みました。教室は全６回行われ、児童らはボール遊び
や跳び箱など徐々にレベルアップして取り組みます。

餅つきに挑戦。息を合わせて頑張りました。

粟田の獅子舞は隔年開催。生演奏のお囃子も必見です。

鉄棒では逆上がりを練習。うまくできるかな？

投票箱に間違いなく投票されるよう、来場者に声掛けをしました。

１．のっティもみんなをお出迎え♪ ２．浜田麻未さんが秋ジブリで観衆を魅了
３．あらみや公園に現れた光の森  ４．親子でプログラミングを楽しめます
５．じぶん色のオリジナルＴシャツ

３
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２

光と音色に包まれて
第８回カメリアまつり
　９月 30 日㈯、情報交流館カメリア
や市役所中庭、あらみや公園を会場に
カメリアまつりが開かれました。地域
で活躍する人々とともに、遊んで学べ
る交流イベントとして、今年は約千人
が来場。たそがれ時に始まったイベン
トは、金沢工業大学 Toiro プロジェク
トが作り出す光の森と情報交流館カメ
リアから漏れる光が交わり、とても幻
想的な雰囲気に。市役所中庭を舞台に
歌やダンス、ジャズが披露され、訪れ
た人々はゆったりと秋の夜を楽しみま
した。メニュー豊富な移動販売車も来
場し、施設内では多彩な体験イベント
や教室が用意され、胃も心も満たされ
るひとときとなりました。

頑張るママたち、ひとりじゃないよ。
親子の絆を育む「ＢＰプログラム」
　情報交流館カメリアで９月 26 日㈫、初の子育てに挑
戦中の母親と、生後２～５カ月の赤ちゃんの支援事業
が行われました。ママたちは、全４回の参加型プログ
ラムを通して育児の苦楽を分かち合い、交流を深めて
いきます。この日も異口同音に悩みを共感できた喜び
の声が聞かれました。この事業は今年の提案型協働事
業として取り組まれ、外国人子育て世帯の支援も行い
ます。12 月にも開催するほか、２月には交流イベント
を予定。ママ同士のつながりの場を提供していきます。

選挙をもっと身近に
大学生による投票立会人
　選挙啓発事業の一環として 10 月 15 日㈰、市内の大
学生２人が衆議院議員総選挙の期日前投票所で投票立
会人を務めました。これは、大学生に選挙の仕組みや
大切さを知ってもらうとともに、自らの体験を周囲に
伝えることで若年層の選挙への関心を高めることを目
指しています。立会人を務めた金沢工業大学２年の八
尾悠生さんと、石川県立大学２年の水井永奈さんは、「選
挙は手続きが面倒なイメージがあったけど、意外と簡
単で時間もかからなかった」と振り返りました。


